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研究成果の概要（和文）：ButyrateおよびTNBS誘起関連痛覚過敏および結腸過敏にCav3.2 T型カルシムチャネル
が重要な役割を持つことが明らかになった。一方、CB1およびCB2受容体刺激薬は本モデルにおいて明確な効果を
示さなかった。そこで既存医薬品の中でT型カルシムチャネル阻害活性を有する抗不整脈薬や抗狭心症薬
bepridilや定型抗精神病薬pimozideの有効性を検討したところ、強い結腸痛抑制効果が認められた。したがっ
て、bepridilやpimozideをリード化合物としたよりT型カルシムチャネルに選択性の高い薬物の開発は、過敏性
腸症候群の新たな治療戦略となりうることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The present study demonstrates that Cav3.2 T-type Ca2+ channels play an 
important role in butyrate and TNBS-induced colonic pain. On the other hands, CB1 or CB2 receptor 
agonist did not show a clear effect in these models. We also clarified that, among existing drug, 
bepridil, an antiarrhythmic drug and antianginal drug, and pimozide, a typical antipsychotic drug, 
markedly reversed colonic pain. Therefore, our findings support that the development of a more 
selective drug for T-type Ca2+ channel using bepridil or pimozide as a lead compound could be a new 
therapeutic strategy for irritable bowel syndrome.

研究分野： 薬理学

キーワード： 過敏性腸症候群　T型カルシウム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
過敏性腸症候群は、腹痛や便通異常が長期間持続することで患者のQOLは著しく損なわれる。現在、IBSの治療に
は主に対症療法が用いられているが、発症メカニズムに基づくより有効な治療薬の開発が望まれている。本研究
課題では、新たな過敏性腸症候群の痛みの治療戦略として既存医薬品の中でT型カルシウムチャネル阻害活性を
有する抗不整脈薬bepridilや定型抗精神病薬pimozideの有効性しめした。今後これらの薬物をリード化合物とし
てよりT型カルシウムチャネルに選択性の高い薬物を開発することで過敏性腸症候群の新たな治療戦略が構築で
きると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

T 型 Ca2+チャネルは中枢および末梢神経系において神経興奮を制御し、てんかんや痛みの病
態に関与するほか、心血管障害やがんにも関与することが示唆されている。T 型 Ca2+チャネル
の 3 つのサブタイプ（Cav3.1～3.3）のうち、Cav3.2 は侵害受容ニューロンに豊富に発現してお
り、神経障害性疼痛や結腸痛、膵臓痛、膀胱を含む内臓痛などの痛みの情報伝達において重要
な役割を担うことが我々のグループを含む複数の研究者により証明されている。一方、カンナ
ビノイド受容体は、G タンパク共役 7 回膜貫通型受容体で、中枢神経系に多く発現する CB1お
よび免疫細胞に多く発現する CB2の 2 つのサブタイプが存在する。CB1および CB2受容体刺激
薬は、それぞれ神経伝達の抑制制御および炎症性サイトカインの遊離抑制により神経障害性疼
痛、炎症性疼痛や結腸痛に抑制作用を示すことが知られているが、鎮静、記憶障害や薬物依存
などの副作用があるため日本国内での使用は規制されている。 
 近年、新たな痛みの治療薬として T 型 Ca2+チャネル阻害薬の開発に関する研究が精力的に
行われ、その中でいくつかの T 型 Ca2+チャネル阻害薬が T 型 Ca2+チャネル阻害活性のみなら
ずカンナビノイド受容体刺激作用を有することが明らかになった 5,6)。我々のグループは、ビ
ールホップの成分として知られる 6-prenylnaringenin (6-PNG) が T 型 Ca2+チャネル阻害活性を
有することを Cav3.2 を強制発現した HEK293 細胞を用いて電気生理学的に証明し、さらに、
CB1 受容体刺激作用を併せ持つことを神経前駆様 NG108-15 細胞を用いた神経突起伸長を指標
として明らかにしている (図 1)。現在、6-PNG による CB2受容体刺激作用の有無を CB2受容体
強制発現系を用いて検討を行っている。また、興味深いことに、カンナビノイド受容体刺激作
用を持つ T 型 Ca2+チャネル阻害薬は、強い鎮痛作用を示すが鎮静作用を生じないことが報告
されている。これらのことから、我々は 6-PNG が副作用が少なく強い鎮痛作用もつ新たな治
療薬になりうる可能性を考えている。 
 過敏性腸症候群は、明確な基質的病変を伴わず、便秘または下痢と、腹痛や腹部不快感が慢
性的に繰り返される疾患で、便通異常の改善とともに痛みのケアが重要となっている。最近、
ブチル酸をラット結腸内に反復投与することにより誘起される過敏性腸症候群モデルの結腸痛
の発現に Cav3.2 が関与する可能性が報告された。我々は、マウスにおいてブチル酸誘起過敏
性腸症候群モデルの作製に成功し、本モデルおける結腸痛が T 型 Ca2+チャネル阻害薬やアン
チセンス法による Cav3.2 のノックダウンにより抑制されることを明らかにしている。そこで
本研究では、過敏性腸症候群 (IBS) マウスモデルにおける結腸痛に対する T 型 Ca2+チャネル阻
害薬と CB1 または CB2受容体刺激薬の単独および併用投与による効果を解析した。 
  
２．研究の目的 
過敏性腸症候群は、腹痛や便通異常が長期間持続することで患者の QOL は著しく損なわれ

る。現在、IBS の治療には主に対症療法が用いられているが、発症メカニズムに基づくより有
効な治療薬の開発が望まれている。本研究課題では、新たな過敏性腸症候群の痛みの治療戦略
として T 型 Ca2+チャネル阻害作用とカンナビノイド受容体刺激作用を併せ持つ薬物を証明し
たい。さらに、抗不整脈薬や抗狭心症薬として使用されている bepridil や定型抗精神病薬
である pimozide が T 型 Ca2+チャネル阻害活性を有することが知られていることから、T
型 Ca2+チャネル阻害活性を有する既存薬品の内臓痛に対する有効性についても検討した。 
 
３．研究の方法 
1) ブチル酸誘起 IBS モデルマウスの作製および結腸痛の評価 
マウス結腸内にブチル酸を反復投与し、IBS モデルを作製する。結腸痛は、下腹部への von 
Frey filament 刺激に対する痛覚過敏やアロディニアの検出、結腸伸展刺激に対する侵害受容行
動の測定により評価する。 
 
2) TNBS 誘起結腸痛モデルマウスの作製および結腸痛あるいは結腸過敏の評価 
 イソフルラン麻酔下でマウスに TNBS 2mg/mouse を 50 µL の用量で結腸内投与した。腹部関
連痛覚過敏および伸展刺激に伴う結腸過敏は TNBS 結腸内投与 6 日後に、上記の方法と同様に
評価した。 
 
４．研究成果 
1) Butyrate 処置 ddY マウスにおける下腹部関連痛覚過敏および結腸過敏に対する T 型カルシウ
ムチャネル阻害薬の影響 
 ddY マウスに butyrate を反復結腸内投与すると、腹部関連痛覚過敏および結腸伸展刺激に対
する結腸過敏が認められ、これらは、選択的 T チャネル阻害薬である TTA-A2 あるいはホップ
由来の T チャネル阻害薬である 6-PNG によって有意に抑制された。 
 
2) C57BL/6 マウスにおける butyrate 誘起腹部関連痛覚過敏および結腸過敏に対する Cav3.2 遺



伝子欠損の影響 
Butyrate 誘起結腸痛への Cav3.2 遺伝子欠損の影響を検討するため、C57BL/6 背景の

野生型および Cav3.2 KO マウスを用いて実験を行った。butyrate を野生型 C57BL/6 マ
ウスの結腸内に投与すると、関連痛覚過敏および伸展刺激による結腸過敏が認められ、こ
れらは T チャネル阻害薬である、TTA-A2 1 mg/kg の腹腔内投与によって抑制された 
(Fig. 1)。さらに、野生型 C57BL/6 マウスで認められた butyrate 誘起腹部関連痛覚過敏
および結腸伸展刺激に伴う知覚過敏は、Cav3.2 KO マウスではほぼ完全に消失していた 
(Fig. 1)。 
 

 Fig. 1 
 
3) Butyrate 処置 ddY マウスにおける下腹部関連痛覚過敏および結腸過敏に対する CB1 および
CB2受容体刺激薬の影響 
CB1 受容体刺激薬 ACEA は、butyrate 誘起結腸過敏を強く抑制したが、腹部関連痛覚過敏は影
響しなかった。また、CB2 受容体刺激薬 AM1241 は、butyrate 誘起腹部関連痛覚過敏および結
腸過敏のどちらも抑制しなかった。 
 
4) TNBS 誘起腹部関連痛覚過敏および伸展刺激に伴う結腸過敏に対する T 型カルシウムチャネ
ル阻害薬の効果 
 IBD モデルとしてよく用いられる TNBS 処置マウスにおける結腸過敏への T 型カルシウムチ
ャネルへの関与を検討した。その結果、TNBS 処置 2～6 日後に、下腹部における関連痛覚過
敏と、伸展刺激に対する結腸過敏が認められ、これらはすべて T チャネル阻害薬である TTA-
A2 によって有意に抑制された 。 
 
5) TNBS 処置マウスの結腸痛および伸展刺激に伴う結腸過敏に対する bepridil および pimozide
の効果 
TNBS 誘起下腹部関連痛覚過敏および結腸過敏は、bepridil および pimozide により抑制された 。 
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Role of Cav3.2 T-type calcium channels in the butyrate-induced colonic hypersensitivity in the mouse, a model for irritable
bowel syndrome
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